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振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
一
九
九
四
年
は
核
不
拡
散
の
た
め
の
国
際

社
会
の
取
り
組
み
を
み
る
上
で
特
筆
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
旧
ソ
連

崩
壊
直
後
の
「
リ
ス
ボ
ン
議
定
書
」
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む
旧
ソ

連
構
成
国
は
、
領
内
に
残
存
し
た
核
兵
器
を
ロ
シ
ア
に
移
譲
す
る
と

と
も
に
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
T
）
に
非
核
兵
器
国
と
し
て

加
盟
し
、
旧
ソ
連
が
交
わ
し
た
第
一
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｔ–
Ⅰ
）
の
後
継
国
と
し
て
批
准
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
Ｎ
Ｐ
T
加
盟
を
留
保
し
た
た
め
、

防
衛
大
学
校
教
授

倉
田
秀
也

核
廃
棄
の
代
わ
り
に
安
全
の
「
保
証
」
を
与
え
る—

—

だ
が
米
・
ロ
・
英
に
よ
る
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
に
は

安
全
が
脅
か
さ
れ
た
際
の
「
保
障
」
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
、
プ
ー
チ
ン
の
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
の
恐
怖
」
の
遠
因
で
あ
り
、

そ
し
て
核
放
棄
を
一
度
約
束
し
た
北
朝
鮮
も
こ
の
「
保
障
」
に
こ
だ
わ
る
。

く
ら
た　

ひ
で
や　

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
大
学
卒
、
同
大
学
院
修
了
。
韓

国
延
世
大
学
大
学
院
留
学
。
日
本
国
際
問

題
研
究
所
客
員
研
究
員
。
著
書
に
『
朝
鮮

半
島
と
国
際
政
治
』（
共
編
著
）、『
大
量
破

壊
兵
器
の
軍
縮
論
』（
共
著
）、『
米
日
韓 

反

目
を
超
え
た
提
携
』（
訳
書
）
な
ど
。

侵
攻
を
注
視
す
る
北
朝
鮮

—
—

核
廃
棄
と
核
開
発
で
揺
ら
い
だ
「
安
全
の
保
証
」

一
九
九
四
年
一二
月
五
日
、
欧
州
安
全
保
障

協
力
会
議
で
の
ク
リ
ン
ト
ン
、
エ
リ
ツ
ィ

ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
チ
マ
大
統
領
。
こ

の
と
き
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
が
交
わ
さ

れ
た
（
Ａ
Ｐ
／
ア
フ
ロ
）
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九
四
年
一
月
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ク
ラ
フ
チ
ュ
ク
大
統
領
を
交
え
た
「
三
国
共
同
声
明
」

を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
と
米
国
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に「
核
兵
器
を
使
用
し
な
い
」と
す
る「
消
極
的
安
全
保
証
」

（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
を
与
え
、
核
移
譲
の
確
約
を
得
た
。
さ
ら
に
そ
の
年
の

一
二
月
、
米
ロ
英
三
国
は
「
リ
ス
ボ
ン
議
定
書
」
の
批
准
書
を
交
換

す
る
と
と
も
に
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
で
「
ブ

ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
を
交
わ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
に
対
し
て
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
九
四
年
一
〇
月
、
前
年
三
月
の
北
朝
鮮

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
宣
言
を
受
け
て
成
立
し
た
米
朝
高
官
協
議
が
約
一
年

半
の
協
議
の
末
、
米
朝
「
枠
組
み
合
意
」
を
交
わ
し
、
北
朝
鮮
の
核

問
題
は
一
応
の
小
康
を
得
た
。
そ
こ
で
も
米
国
が
北
朝
鮮
に
対
し
て

「
核
の
使
用
も
威
嚇
も
し
な
い
公
式
の
保
証
」
と
し
て
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
個

別
に
与
え
る
用
意
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も
Ｎ
Ｓ
Ａ
と
は
、
核
不
拡
散
上
の
規
範
で
あ
り
、
特
定
の

核
兵
器
国
が
特
定
の
非
核
兵
器
国
に
与
え
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
間
の
「
三
国
共
同
声
明
」、「
ブ
ダ
ペ

ス
ト
覚
書
」
と
北
朝
鮮
と
の
間
の
米
朝
「
枠
組
み
合
意
」
は
、
多
国

間
と
二
国
間
の
相
違
が
あ
る
上
、
そ
の
文
言
も
一
様
で
は
な
い
に
せ

よ
、
同
時
期
に
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
特
定
の
地
域
的
取
り
決
め
と
し
て
謳
わ
れ

た
こ
と
で
共
通
し
て
い
た
。「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
か
ら
二
〇
年
後

に
あ
た
る
二
〇
一
四
年
三
月
の
「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」、
そ
し
て
今
回

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
を
蹂
躙
す
る
行
為

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
度
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
与
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
非
核

化
に
導
い
た
は
ず
の
文
書
を
蹂
躙
し
た
ロ
シ
ア
の
武
力
行
使
に
つ
い

て
、
同
時
期
に
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
個
別
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
非
核
化
を
約

束
し
た
北
朝
鮮
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

「
保
証
」
と
「
保
障
」
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス

　

一
九
九
四
年
の
「
三
国
共
同
声
明
」
と
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
で

謳
わ
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
核
移
譲
に

対
す
る
「
安
全
の
保
証
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
と
共

同
で
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
与
え
る
形
態
を
と
っ
た
。
し
か
し
、米
ロ
共
同
の「
安

全
の
保
証
」
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
外
交
を
そ
れ
以
上
拘
束
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
九
〇
年
の
「
主
権
宣
言
」
で
「
将

来
に
お
い
て
恒
久
的
な
中
立
国
と
な
り
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
わ
ら

な
い
」
こ
と
を
宣
言
し
、
ロ
シ
ア
と
米
国
に
対
し
て
冷
戦
初
期
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
家
条
約
の
よ
う
な
拘
束
力
の
あ
る
取
り
決
め
を
求
め
て

い
た
と
い
う
が
、
米
ロ
両
国
は
と
も
に
、
新
た
な
条
約
上
の
義
務
を

負
お
う
と
し
な
か
っ
た
。「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
は
「
三
国
共
同
声
明
」

を
追
認
し
つ
つ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
、
主
権
、
国
境
の
尊
重
に
つ
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い
て
も
「
一
切
の
武
力
の
行
使
も
し
く
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
行
わ

な
い
」
と
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
最
終
文
書
に
落
と
し
込
む
か
た
ち
を

と
り
、
新
た
な
拘
束
力
を
も
つ
文
書
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
は
、
将
来
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
「
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
P
f
P
）」
に
参

加
し
、
や
が
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
「
準
加
盟
国
」
の
地
位
を
得
る
。

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
で
「
保

証
（assurances

）」
と
「
保
障
（guarantees

）」
は
峻
別
さ
れ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
「
保
証
」
し
た
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
米
国
が
何
ら
か
の
行
動
を
と
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」が「
保

証
」
の
み
確
約
し
、米
国
の
行
動
を
義
務
づ
け
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
が
ロ
シ
ア
を
脅
か
さ

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

翻
っ
て
、
米
朝
「
枠
組
み
合
意
」
も
ま
た
、
北
朝
鮮
に
米
国
が
Ｎ

Ｓ
Ａ
を
個
別
に
与
え
、
非
核
化
の
た
め
の
軽
水
炉
支
援
、
米
朝
国
交

正
常
化
を
約
束
し
た
も
の
の
、
北
朝
鮮
の
安
全
の
た
め
に
何
ら
か
の

行
動
を
と
る
こ
と
を
約
束
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
合
意
を

受
け
、「
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
米
韓
合
同
軍
事
演
習
は
一
回
中

止
さ
れ
た
が
、
演
習
は
形
を
変
え
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
在
韓

米
軍
の
削
減
は
約
束
さ
れ
ず
、
韓
国
に
差
し
出
さ
れ
る
「
核
の
傘
」

を
含
め
米
韓
同
盟
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、

米
朝
「
枠
組
み
合
意
」
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
異
な
り
、
北
朝
鮮

の
安
全
を
脅
か
す
存
在
と
し
て
ロ
シ
ア
が
想
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
自
ら
の
安
全
を—

—

当
時
同
盟
関

係
に
あ
っ
た—

—

ロ
シ
ア
の
安
全
と
対
比
し
、
米
国
か
ら
の
脅
威

認
識
を
共
有
し
、
北
朝
鮮
の
「
労
働
新
聞
」
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
東
方

拡
大
」
を
批
判
し
て
い
た
。

　

し
か
し
他
方
、北
朝
鮮
は「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」に
つ
い
て
、「
保
証
」

よ
り
拘
束
力
の
強
い
「
保
障
」
を
求
め
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
も
立
っ

て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
労
働
新
聞
」

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
が
「
三
国
共
同
声
明
」
に
つ
い
て
、
ロ

シ
ア
へ
の
核
移
譲
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
「
安
全
の
保
証
」
は
不
十

分
と
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
外
交
委
員
会
委
員
長
の
発
言
を
伝
え

て
い
た
。
米
朝
高
官
協
議
で
北
朝
鮮
の
非
核
化
に
対
す
る
「
安
全
の

保
証
」
が
議
論
さ
れ
て
い
た
当
時
、
北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
に
核
移
譲
し

た
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
が
ど
の
よ
う
に
「
保
証
」
さ
れ
る
か
を

注
視
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
北
朝
鮮
が「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」の「
保

証
」
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
様
に
不
十
分
と
考
え
、
北
朝
鮮
も
非
核
化

に
対
す
る
米
国
の
「
保
証
」
が
不
十
分
と
考
え
れ
ば
、
米
国
に
拘
束

力
の
強
い
「
保
障
」
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
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二
つ
の
主
張—

—

ロ
シ
ア
擁
護
と
核
保
有
の
正
当
化

　

二
〇
〇
八
年
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議
で
発
表
さ
れ
た
「
ブ
カ
レ
ス

ト
宣
言
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
将
来
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
な
る
旨

記
さ
れ
た
。
こ
れ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
既
成
事
実
と

な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
年
八
月
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
紛
争
で

ロ
シ
ア
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
侵
攻
し
た
の
は
、
プ
ー
チ
ン
が
「
ブ
カ
レ

ス
ト
宣
言
」
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
東
方
拡
大
」
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む

近
隣
に
及
ぶ
兆
候
と
み
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
の

懸
念
は—

—

一
〇
年
以
降
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず—

—

一
四
年
三
月
、ロ
シ
ア
住
民
保
護
を
理
由
と
す
る
「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」

の
軍
事
行
動
と
な
っ
て
現
れ
た
。

　

北
朝
鮮
は
「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」
を
受
け
、
い
ち
早
く
ロ
シ
ア
擁
護

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
国
連
総
会
に
提
出
さ
れ
た
ク
リ
ミ

ア
と
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
編
入
を
無
効
と
す
る
決
議
案
に
対
し
て
、
北

朝
鮮
は
中
国
が
棄
権
す
る
な
か
、
反
対
票
を
投
じ
て
ロ
シ
ア
を
擁
護

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
北
朝
鮮
が
「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」
と
い
う
「
ブ

ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
を
反
古
に
す
る
軍
事
行
動
を
と
っ
た
ロ
シ
ア
に
当

惑
し
て
い
た
こ
と
は
、「
労
働
新
聞
」
が
、
米
国
が
「
親
米
政
権
を

建
て
た
あ
と
、
そ
の
紛
争
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
責

任
を
ロ
シ
ア
に
転
嫁
し
て
い
る
」
と
し
て
、「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」
へ

の
支
持
を
示
唆
す
る
論
評
を
掲
載
し
た
の
が
、
半
年
近
く
経
っ
た
八

月
二
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
一
七
年
一
〇
月
、
北

朝
鮮
の
地
図
で
ク
リ
ミ
ア
が
ロ
シ
ア
領
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
を

報
じ
た
の
は
ロ
シ
ア
外
務
省
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
今
日
の
事
態
に
導
い
た
大
き
な
節
目
は
、
二
一
年

六
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
慎
重
を
期
し
な
が
ら
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
考
え
を
示
し
、
ブ
リ
ン
ケ

ン
国
務
長
官
も
上
院
外
交
委
員
会
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
を
支
持
す
る
」
と
述
べ
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
も
ま
た
、

そ
の
「
可
能
性
と
明
確
な
日
付
を
知
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
周
辺
で
ロ
シ
ア
軍
が
増
強
さ
れ
る
な
か
、
米

ロ
首
脳
会
談
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
プ
ー
チ
ン
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
東

方
拡
大
」
に
加
え
、
周
辺
国
に
ミ
サ
イ
ル
配
備
を
し
な
い
法
的
拘
束

力
あ
る
保
証
に
関
心
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
プ
ー
チ
ン
は

同
二
三
日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
「
無
条
件
の
安
全
保
障　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」を
求
め
た
が
、
そ
の
一
文
は
ロ
シ
ア
大

統
領
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
はunconditional guarantees 

と

英
訳
さ
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
、
自
ら
反
古
に
し
た
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚

書
」
の
「
保
証
」
以
上
の
行
動
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
求
め
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
も
、
北
朝
鮮
は
当
初
か
ら
ロ
シ
ア
の
主
張
に
同
調

す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
二
月
一
三
日
）

は
研
究
者
の
見
解
を
引
用
す
る
形
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
態
が
発

生
し
た
根
源
は
全
的
に
他
国
に
対
す
る
強
権
と
専
横
に
明
け
暮
れ
る

米
国
と
西
側
の
覇
権
主
義
政
策
に
あ
る
」と
す
る
論
評
を
掲
載
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
も
、
外
務
省
代
弁
人
は
朝
鮮
中
央
通

信
社
が
提
起
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
で
、「
米
国
と
西
側
は
、
法

的
な
安
全
保
証
を
提
供
す
る
こ
と
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
合
理
的
で
正

当
な
要
求
を
無
視
し
た
」
と
し
て
、
ロ
シ
ア
を
擁
護
し
た
。

　

こ
の
論
評
の
「
法
的
な
安
全
保
証
」
が
朝
鮮
中
央
通
信
の
英
文
配

信
記
事
でlegal guarantee for security
と
英
訳
さ
れ
た
こ
と

に
は
応
分
の
注
意
が
払
わ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
は
先
に
挙
げ
た
プ
ー
チ

ン
の
発
言
がunconditional guarantees 

と
英
訳
さ
れ
た
こ
と

と
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
以
来
の
米
朝
関

係
も
反
映
し
て
い
た
。
二
〇
一
八
年
六
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
た

れ
た
第
一
回
米
朝
首
脳
会
談
で
の
共
同
声
明
で
は
、
米
国
は
北
朝
鮮

に
「
安
全
の
保
障
（security guarantees

）」
を
与
え
る
こ
と
を

確
約
し
た
と
の
一
文
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
乙
支
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
を
中

止
し
た
。
北
朝
鮮
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
り
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と

す
る
ロ
シ
ア
に
同
調
し
な
が
ら
、
米
国
に
核
を
含
む
脅
威
の
除
去
の

た
め
の
行
動
を
求
め
て
い
た
。
北
朝
鮮
が
い
う
米
国
の
「
対
朝
鮮
敵

視
政
策
の
撤
回
」
と
は
こ
れ
を
指
す
。
北
朝
鮮
外
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
、
米
朝
関
係
の
停
滞
が
米
朝
共
同
声
明
を
履
行
し
な
い
米

国
に
責
任
が
あ
る
と
し
た
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
安
全
保
障
会
議
書
記
に
よ

る
「
コ
メ
ル
サ
ン
ト
」
紙
へ
の
論
評
を
転
載
し
て
い
た
。

　

も
と
よ
り
、
北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
擁
護
に
終
始
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
外
務
省
代
弁
人
の
回
答
の
一
文
に
あ
る
「
イ
ラ

ク
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
リ
ビ
ア
を
廃
墟
に
し
た
米
国
と
西
側
が
今

に
な
っ
て
自
分
た
ち
が
引
き
起
こ
し
た
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
態

に
つ
い
て
『
主
権
尊
重
』
と
『
領
土
保
全
』
を
云
々
す
る
の
は
理
に

か
な
わ
な
い
」
は
、
北
朝
鮮
が
、
核
を
保
有
し
て
い
な
い
が
た
め
米

国
の
武
力
行
使
を
招
い
た
と
し
た
イ
ラ
ク
と
リ
ビ
ア
の
例
を
引
い
て

い
た
。
こ
こ
で
北
朝
鮮
は
「
米
国
と
西
側
」
を
批
判
し
つ
つ
も
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
核
移
譲
し
た
が
た
め
に
ロ
シ
ア
に
主
権
と
領
土
が
蹂
躙

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
自
ら
の
核
保
有
を
正
当
化
し
て
い
る
。
そ

れ
は
転
ず
れ
ば
、
米
国
が
北
朝
鮮
に
非
核
化
を
求
め
る
の
な
ら
、
核

の
脅
威
を
除
去
し
北
朝
鮮
の
安
全
を
保
障
す
る
行
動—

—

「
対
朝

鮮
敵
視
政
策
」の
撤
回
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
に
な
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
き
「
制
限
主
権
論
」
へ
の
「
支
持
」

　

冷
戦
期
に
遡
る
と
、
一
九
六
八
年
八
月
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共



「瀬戸際」に直面する世界

103

産
党
の
自
由
化
路
線
に
対
し
て
、
ソ
連
軍
を
は
じ
め
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
機
構
所
属
国
の
軍
隊
が
そ
れ
を
武
力
鎮
圧
す
る
事
件
が
発
生
し

た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
は
、
社
会
主
義
陣
営
の
利

益
の
た
め
に
一
国
の
社
会
主
義
は
犠
牲
に
な
り
う
る
と
す
る
「
制
限

主
権
論
」
で
武
力
行
使
を
正
当
化
す
る
が
、
北
朝
鮮
は
ソ
連
の
武
力

介
入
を
積
極
的
に
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
は
一
貫

し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
産
党
の
自
由
化
路
線
を
批
判
し
、
そ
れ

を
「
米
帝
国
主
義
」
に
よ
る
「
策
動
」
と
評
し
て
い
た
。

　

北
朝
鮮
の
ソ
連
「
支
持
」
と
い
え
る
も
の
は
、
タ
ス
通
信
の
声
明

を
報
じ
た
朝
鮮
中
央
通
信
の
論
評
に
限
ら
れ
、「
労
働
新
聞
」
の
論

評
は
ソ
連
軍
の
軍
事
介
入
に
言
及
す
ら
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
周

恩
来
が
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
「
制
限
主
権
論
」
を
「
社
会
帝
国
主
義
」
と

批
判
す
る
な
か
、
ソ
連
支
持
を
間
接
的
に
示
し
て
中
ソ
対
立
に
巻
き

込
ま
れ
ま
い
と
す
る
配
慮
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
労
働
新
聞
」
は
一
九
六
三
年
一
〇
月
に
「
社
会
主
義

陣
営
を
擁
護
し
よ
う
」
と
い
う
論
評
を
掲
げ
て
い
た
が
、
六
六
年
の

八
月
の
論
評
で
は
「
自
主
性
を
擁
護
し
よ
う
」
に
転
換
し
て
い
た
。

北
朝
鮮
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
産
党
の
自
由
化
路
線
を
批
判
す
る

の
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
れ
が
他
国
の
武
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る

こ
と
を
見
て
、
ソ
連
に
対
す
る
警
戒
心
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。　

　
「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」
に
続
く
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
プ
ー
チ

ン
に
よ
る
勢
力
圏
確
保
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
き
「
制
限
主
権

論
」
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
剥
き
出
し
の
武
力
行
使
に
対
し

て
、
北
朝
鮮
は
一
貫
し
て
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
支
持
す
る
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
国
連
総
会
特
別
会
合
に
提
出
さ
れ
た
ロ
シ

ア
非
難
決
議
案
に
も—

—

「
ク
リ
ミ
ア
編
入
」
後
の
国
連
総
会
と

同
様
に—

—

中
国
が
棄
権
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
対
票
を
投
じ
、

中
国
以
上
に
ロ
シ
ア
支
持
を
明
確
に
し
て
い
た
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
「
保
証
」
し
た
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト

覚
書
」
を
自
ら
反
古
に
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
行
動
を
伴
う
「
保
障
」

を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
北
朝
鮮
は
核
開
発
を
継
続
す
る
こ
と
で
安

全
の
「
保
証
」
を
明
記
し
た
米
朝
「
枠
組
み
合
意
」
以
来
の
合
意
か

ら
離
脱
し
、
米
国
に
対
し
て
核
を
含
む
脅
威
を
除
去
し
、
北
朝
鮮
の

安
全
を
「
保
障
」
す
る
行
動
を
求
め
て
い
る
。
他
方
、
北
朝
鮮
の
米

国
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
向
け
た
批
判
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
へ
の

核
移
譲
で
非
核
化
し
た
が
た
め
に
、
そ
の
主
権
と
領
土
が
蹂
躙
さ
れ

た
と
し
て
、
北
朝
鮮
自
身
の
核
保
有
の
正
当
化
も
含
ま
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
は
こ
の
二
つ
の
主
張
を
通
じ
て
、北
朝
鮮
の
安
全
を
「
保
証
」

す
る
こ
と
で
合
意
が
ま
と
ま
っ
た
過
去
と
は
異
な
り
、
米
国
が
冷
戦

構
造
の
解
体
に
着
手
す
る
こ
と
な
く
し
て
合
意
は
生
ま
れ
な
い
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。
●




